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●２０１０年１１月1日にＩＳＯ２６０００社会的責任

ガイダンスが発行されました。このガイダンスは、大変

多い１００頁であり、図表も少ないので、ＣＳＲ推進者

には、少し難しい内容と思われます。 

本書には、筆者らが作成したＩＳＯ２６０００の全体

像を見える化した“ＣＳＲマネジメントプロセス”が含

まれています。このプロセスは、ＳＴ（ステップ）１～

６に分けてＰＤＣＡサイクルの図表により、わかり易く

具体的に説明されています。 

●また、サプライチェーンＣＳＲを推進する供給業者で

ある中堅・中小企業にとって適切で、使い易いＩＳＯ２

６０００の中核課題を２１に、設問も７１に絞ったＣＳ

Ｒ行動管理表（設問）の事例並びＣＳＲマネジメントプ

ロセスを運用するマニュアルの事例を紹介しています。 

●また、グローバル展開を図られる企業が、進出国から

信頼を得られるようなＣＳＲ推進の展開を容易にする

ために、和英対訳版としました。  

本体価格３,６００円 

●経済産業省が「おもてなし規格認証制度」を創設して

からから約２年が経過した。 

本規格は、接客・接遇を基本とした飲食・宿泊・小売業

界だけでなく全業界（製造・ＩＴ・建設・不動産・サー

ビス業等）向けのサービス生産性向上を目的とした規格

で、経営への貢献を目指している。 

●本制度の仕組みへの理解を深め、「おもてなし規格認

証制度」の効果的な活用を、この認証取得活動を通じて

どのように展開すれば良いか、また、現在の仕組みの改

善のヒントや全業界の特質を捉えた企業の「おもてなし

規格認証制度」の効果的活用を、わかりやすく紹介する。 

更に、「地方創生」の視点から地域の活性化のためにお

もてなし規格認証制度をどのように展開すればよいか

を地方自治体での取組事例により紹介する。  

●国連の持続可能な開発目標ＳＤＧｓは、「我々の世界

を変革する：持続可能な開発のための２０３０アジェン

ダ 」により、２０１５年９月２５日第７０回国連総会

で採択された。 

２０１９年頃から、企業はＳＤＧｓ取組をメディア、雑

誌広告欄、ＨＰなどに宣言し、社内外にＳＤＧｓを推進

していることを強調してきた。 

本書では、ＳＤＧｓ推進が経営面に貢献するために、Ｓ

ＤＧｓ取組宣言から脱皮し、定量的目標管理導入方法及

びその効果を紹介する。 

●更に、ＩＳＯ９００１品質／ＩＳＯ１４００１環境／

経産省創設「おもてなし規格認証」等の審査や監査時に、

併行してＳＤＧｓの関連目標の実施状況を評価し、定量

的目標管理による成熟度レベルを把握する方法、そのＳ

ＤＧｓ成熟度レベル評価登録証の発行方法を紹介する。 
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● 企業のＣＳＲ推進部門は、本業で必須な品質領域に関 

しては、当たり前の領域としてあまり触れないで、環境

や社会貢献領域に重点を置いたステークホルダーへの

活動を紹介するＣＳＲ報告書を公開してきました。 

ＣＳＲ推進がＣＳＲ報告書作成のためにあるという暗 

黙の了解で、活動自体の形骸化が、進んでいるように見 

えます。ＣＳＲの意味合いを理解するために中堅中小企 

業のＣＳＲ推進部門を含めた全従業員のＣＳＲへの対 

応に関する認識を高める必要があります。 

● 本書は、この打開策のひとつとして、ＣＳＲケースス 

タディから抽出されたＣＳＲ課題を、2010年11月月1日

に発行されたISO26000社会的責任ガイダンスの中核課

題で推奨される行動に対する設問のどこに関係するか

を考えて、ＣＳＲ課題抽出及び対応策について参考回答

事例も引用して、実践的に学習していただくために編集

しました。  
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2010年9月発行予定の国際規格ＩＳＯ２６０００ガイ

ダンスの社会的責任ＳＲの課題への取組みを運用中

のマネジメントシステムに統合する現実的な方法を

紹介します。 

読者のＣＳＲの理解促進のために「この規格の概要

及び図・表を多用した規格の見える化」、「ＣＳＲと

は」、「近江商人精神“三方よし”とＣＳＲとの関連」

及び「いろいろな業種に対するＣＳＲを考える」の説

明も加えています。 

また、この規格の課題に対する関連する行動及び期

待が実行されているかを検証する「ＩＳＯ２６０００

検証システム」（ＥＱＭＬ開発）の活用方法及びこの

検証結果を「レーダーチャート及び非財務指標（ＣＳ

Ｒ検証結果）と財務指標（営業業務指標：ＫＰＩ）と

の相関図」などで見える化する評価・分析方法を紹介

します。ＣＳＲ投資の効果を定性的、定量的な見方を

紹介し、並びに海外の投資家、格付け機関から不思議

な目で見られている日本企業の画一的なＣＳＲ報告

書からの脱皮の方法にも触れています。 

本体価格1,８００円 

この本は「成長と成功」をテ

ーマに、ＴＰＣ主要メンバーが

感想や思索などを思うままに書

き綴った【随想】、関係者からお

寄せいただいた【寄稿】、最後に

活動の歴史【会議録】の３つの

パートで構成、組織と個人の成

長をつまびらかにすることで、

ＥＱＭＬ、ＪＣＳＲＡ２つの組

織の成功の秘訣を明らかにして

いきます。 

 一人一人の貴重な経験が、コ

ロナ禍という困難な時代を生き

る人々の、知恵となり、勇気と

なり、希望となり、そして生き

る力となれば幸いです。 

本体価格1,８００円 

ゲーテ友の会主催のＳ教授か

ら、哲学者ゲーテの思想【若い

頃は、富士山の裾野におり

「everything of something」の

ように、いろいろ経験し幅広い

人間になろう。いろいろ経験し

て 頂 上 に 近 く な れ ば 、

「something of everything」の

ように、経験の中から自分が本

来進むべき道を決めよう！】の

行動をとり、経験を積み重ねて

きました。その結果、共通の行

動として本来進むべき道として

「社会課題抽出・改善による地

域活性化に」貢献する多様な経

験をまとめたので、紹介する。 
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